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西
新
井
町
自
治
会

だ
よ
リ

平
成
十
一
年
五
月

自
治
会
広
報
部

い
い
カ
ー

世
の
中
つ
て
の
は
な
ア

万

一
と
い
う
こ
と
が
あ
る
じ
や
な
い
か
。

そ
の
万

一
の
場
合
に
備
え
て
、
万
事
手

の
無
い
よ
う
に
し
て
や
る
の
が
、

っ
て
、
い
う
も
ん
じ
や

一か
。
な
ァ
ー
お
ば
ち
ゃ
ん
。

「
噂
の
資
次
郎
」
よ
り

に

て

塗
，

小

体

平
成
十

一
年
度
西
新
井
町
自
治
会
総
会
が
去
る
二
月
二
十
八
日

（
日
）
自
治
会

館
に
於
い
て
開
催
さ
れ
、
十
年
度
決
算
、
十

一
年
度
役
員
及
び
予
算
が
承
認
決
定

さ
れ
ま
し
た
。

平
成
十

一
年
度

顧
　
問

会
　
長

副
会
長

〃
　
書
記

″
　
会
計

総
務
部
長

広
報
部
長

体
育
部
長

保
健
衛
生
委
員

防
犯
交
通
部
長

文
化
部
長

婦
人
部
長

民
生
児
童
委
員

〃

会
館
運
営
委
員
長

〃
　
　
　
会
計

会
館
資
金
管
理

会
計
監
査

国
民
年
金
委
員

緑
化
推
進
委
員

防
災
会
会
長

〃
　
リ
ー
ダ
ー

ひ
ま
わ
り
会
会
長
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収   入 支   出

繰越金

会 費

雑収入

会
長
を
再
任

に
あ
た
り

臼
酔
会
々
晨
　
頑
永
　
昭

野
や
山
が
新
緑

に
包
ま
れ
、
快
適

に

過
ご

し
易

い
季
節

と
な
り
ま
し
た
。
町

内

の
皆
様

に
は
、
ご
健
勝

に
お
過
ご
し

の
事

と
お
慶

び
申

し
上
げ
ま
す
。

自
治
会
長

と
い
う
大
役
を
お
受

け
し

て

一
期
二
年
間
、
皆
様
方

の
ご
理
解

と

ご
協
力
を
戴

き
、
納
涼
祭
を
始
め
と
す

る
各
事
業
も
、
無
事
終
了
す
る
事
が
出

来
ま
し
た
。
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

一
〇
年
度
私
は

二

つ
の
提
言
を
致

し

ま
し
た
。　
一
つ
は
防
災
会

の
設
立
で
す

が
、

こ
れ
は
八
月

二
十

一
日
に
結
成
、

年
末
に
か
け
て
、
町
内
の
夜
警
を
実
地
、

第

一
歩
を
踏

み
出
し
ま
し
た
。

又
、　
一

つ
に
は
、
新

し
い
町
づ
く
り
を
皆

さ
ん

と
共
に
考
え
る
事

で
す
。
市
当
局

の
方

々

を
講
師
に
招
き
、
区
画
整
理

を
理
解
す

る
為

の
勉
強
会
を
、
各
プ

ロ
ッ
ク
別
に

数

回
に
わ
た

り
開
催
、
そ
れ
を
基

に
、

町
内
皆
様
方

の
意
識
調
査
を
行
い
ま
し

た
。
本
年
度

は
、

こ
れ
ら
を
参
考

に
し

て
今
後

の
方
針
を
検
討
し
て
行
く

つ
も

り
で
す
。

意
識
調
査
し
て
、
解

っ
た
事

で
す
が
、

未
だ
下
水

の
問
題

や
大
雨
の
時

に
、
溢

水

で
困

っ
て
い
る
方

々
が
多
数
居

る
事

と
で
す
。

又
ア
キ
レ
ス
南
側

に
新
し
い
団
地
が

建

設
さ
れ

つ
つ
あ

り
ま
す
。

こ
れ

に
伴

い
隣
組

の
数

は
、
公
報

の
配
布
は
、
情

報

伝
達

は
、

等
、

種

々
色

々
な
問

題
が

あ

る
事

に
気
付

き

ま
す
。

住

み
よ

い
西
新

井

町

に
す

る
為

に
、

ま

だ

ま
だ

や

ら
ね
ば

な

ら
な

い
事

柄

が

多
数

あ

り
ま

す
。

こ
れ
等

を
解
決

す

る

為

に
、
皆

様

と

一
緒

に
考

え

て
行

き
た

い
と
思

い
ま

す
。

私
も
会
長
を
再
任
さ
れ
、
今
後
二
年

間
頑
張
り
ま
す
の
で
、
ご
協
力
の
程
よ

△ 瓢
Eコ 薔 l

ろ

し

く

お

し

ま

す

。

1 1

1. 800. 000  1. 800. 000

会資料参照
出の詳 は 、

さい

十

一
年

度

も

宜

し

く

傷
治
会
劇
会
長
　
分
ネ
一
二
二

風
薫
る
新
緑
の
美
し
い
季
節
と
な
り
ま
し
た
。

定
期
総
会
、
新
役
員
の
顔
合
わ
せ
も
無
事
に

終
了
し
、
新
し
い
年
度
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

今
年
度
は
防
災
会
、
区
画
整
理
問
題
等
数
々

の
難
題
を
抱
え
て
お
り
、
難
し
い
年
し
に
な
り

そ
う
で
す
。

難
し
い
年
こ
そ
、
町
内

一
九
と
な
っ
て
、　
一

つ
一
つ
解
決
し
て
行
か
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。

今
年
も
宜
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

防

災

会

が

発

足

し

て

防
災
会
リ
ー
ダ
ー
　
早
＝
　
乗

西
新
井
町
防
災
会
が
発
足
し
て
、
早
く
も

半
年
を
経
過
い
た
し
ま
し
た
。

自
治
会
の
協
力
を
得
て
、
地
震
体
験
車
を

自
治
会
館
に
呼
び
、
消
防
署
の
指
導
員
よ
り
、

地
震
の
話
を
聞
き
、
地
震
体
験
車
に
実
際
に

乗
車
し
て
、
地
震
の
体
験
を
し
ま
し
た
、
考

え
て
い
た
以
上
の
激
し
さ
に
、
実
際
に
起
こ
っ

た
時
の
恐
怖
心
を
体
験
し
ま
し
た
。
多
数
の

人
に
参
加
し
て
い
た
だ
き
ま
し
て
、
本
当
に

有
り
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

十
二
月
の
入
っ
て
か
ら
、
防
災

・
代
議
員

・

隣
組
長

・
各
部
部
長
さ
ん
の
協
力
を
得
て
、

年
末
町
内
夜
警
を
実
行
し
ま
し
た
。
厳
し
い

寒
さ
の
中
、
三
週
間
に
亘
り
交
代
で
各
隣
組

を
巡
回
し
て
い
た
だ
き
、
本
当
に
有
り
難
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

未
だ
発
足
間
も
な
い
会
で
御
座
い
ま
が
、

此
か
ら
も
安
全
で
住
み
良
い
町
内
の
為
に
、

活
動
致
し
ま
す
。
皆
様
の
ご
指
導
と
、
ご
協

力
を
尚

一
層
お
願
い
致
し
ま
す
。
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育
戌
会
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晨
　
須

永

キ
ス
久

１

９

９

９

年

育

臓

会

日

程

☆
　
・第

一
回
グ
リ
ー
ン
パ
ー
ク
除
草
　
　
五
月
二
三
日

（日
）

☆
　
・第

一
回
廃
品
回
収
　
　
　
　
　
　
　
六
月

一
三
日

（日
）

予
備
日
　
　
六
月
二
十
日

（日
）

☆
　
石
上
神
社
祭
典

（子
供
み
こ
し
）
　

七
月

☆
　
西
新
井
町
納
涼
祭
　
売
店
　
　
　
　
七
月

☆
　
ラ
ジ
オ
体
操
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
月
下
旬
よ
り

☆
　
第
二
回
グ
リ
ー
ン
パ
ー
ク
除
草
作
業
　
八
月

☆
　
第
二
回
廃
品
回
収
　
　
　
　
　
　
　
九
月
十
二
日

（日
）

予
備
日
　
　
九
月
十
九
日

（日
）

☆
　
餅
つ
き
大
会
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
二
月
五
日

（日
）

☆
　
・第
三
回
廃
品
回
収
　
　
　
　
十
二
年

一
月
九
日
　

（日
）

予
備
日
　
　
　
一
月
十
六
日

（日
）

☆
　
カ
ル
タ
大
会
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
一月

☆
　
中
学
校
卒
業
生
記
念
品
贈
呈
　
　
　
一二
月

☆
　
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
　
　
　
　
　
　
日
時
未
定

須
永
頼
匡

（
六
）
　
　
　
大
塚
富
彦

（
七
）

須
永
　
瞳

（
九
）
石
博
真
千

（
十
三
―
二
）

須
永
晃
多

（
十
四
）
　

柳
田
由
香

（
十
六
）

川
里
耕
平

（
十
七
）
　

木
村
健

一
（
十
九
）

鳥
羽
な
お
み

（
二

一
）
大
川
由
花

（
二
六
）

岡
野
美
菜
　
（
二
六
）
江
夏
将
太

（
二
七
）

加
藤
志
織

（
四
）
須
永
裕
貴

（
六
）

須
永
滉
平

（
八
）
須
永
勇
輝

（
八
）

安
藤
正
亮

（
十
七
）
飯
野
夏
海

（
二
六
）

斉
藤
美
紀

（
二
七
）
鈴
木
未
来

（
二
七
）

鳩
　
雄
介

（
進
峰
）
鶴
巻
大
志

（
進
峰
）

（
　

）
内
は
隣
組

会

検

十

一

部

健

歩
会

も
早

い
も

の
で
、

平
成

七

発

足

以
来

五
年
目
を

迎
え

る

こ
と
が

町
民
の
人
た
ち
の
ご
協

前

々
回
号

の
記
事

を
ご

覧

か
と
思

雨
天
以
外

の
毎
、

日
曜

日
午
前

八

館
広
場

に
集

ま

っ
て
、

ス
ト

レ

ツ

っ
た
後
、
約

一
時
間

の
健
康
ウ
ォ
ー

心
地

よ

い
汗

を
流

し

て
い
ま
す
。

ン
グ

は
、

い
ま

話
題

の
習
慣
病

予

の
維
持

・
増
進

の
為

に
効
果

は
抜

別
す

る

と
三

つ
有

り
ま
す
。

【
減

量
効
果
】

運
動

す

る
と
息
が

素
が
多

く
取

り
込
ま

れ

る

の
で
、

無
理
な

く
刺
激

さ
れ
、

体
内

脂
肪

堤
防

、

矢
場

川
水

門

・

『
五
月
』

三
桑

山

・

『
六
月
第

二
土

ｏ
日
曜

日
』

ツ
ツ
ジ

の
咲
く
赤

城

山

一
泊

。

『
九
月
』
東
京

皇
居

一
月

・

『
十

月
』
渡
良
瀬

川
堤
防

福
猿

橋
往
復

一
周

。
自
治

会
館
↓
中
橋
北
側
↓
福
猿
橋
南
側
↓
自
治
会
館

。

『
十

一
月
』
大

田
市

大
光
院
往

復
、

菊
祭

り

ｏ

『
一
月
』

新
年
初
歩

き

。

『
二
月
』

足
利

七
福

神

巡

り

・

『
三
月
』

西
渓
園
、
観

梅

ハ
イ

ク
。

以
上
盛

り
沢
山

の
ウ

ォ
ー
キ

ン
グ
計

画

を
作
成

し
ま

し
た
。

よ
り
多

く

の
皆

さ

ん

の
参
加
を

お

待

ち
致

し
ま
す
。

と

に
か
く
、

日
曜

日
の
朝

八
時
、

軽
装

で
運

動
靴

を
履

い
て
お
出

で
下

さ

い
ず

き

っ
と
貴
方

力 出年
が来 四

あま月
つしに

司で 司曜  り動  や体  の
同ニ ク 日年 さか三腰 内二燃
月番 り

｀
間せす つののつ焼

中 目 l恒計 て事 目痛血 目を
旬 に ン例画 くは はみ液 は促L高 ハのでれ

｀
目 を循目 す

菜 い イ足 は る気 スほ環 7°
の赤ク利 ｀°分卜ぐがT
花雪Lの

毎 転 レす良■
咲 山 に山年  換 ス

°
く l.

き と参 を 司  に解  な ュ
乱 松 加 綺 四  な消  る (

れ 田
｀
麗 月  りの  の ジ

る ダ今 に
L 

脳 効  で す
渡 ム年 す の  を 果  ｀

る
良― は る第  ス日  肩 効
瀬 周 足

｀
一  ツ体  こ果

川 。利  日 キ を  り日

循 上 群 防  キチ時 い てた
環 が一 でで ウ ン体 にま広 の

°

機 りつす
｀オグ操 自す報事 こ

能
｀
目

°
健 |で を治 が誌 でれ

が酸 は大康 キ 何`会
｀
のす も

.■


